





















































































































か ら 「高台院」の号を賜 り,慶長10年9月に,
徳川家康か ら高台寺 に百石の寺領を安堵され
ている。 この時点で,高 台寺がはじめて歴史
上に登場する。ただ し,このときにはまだ,
現高台寺の土地には,や はり北政所が建立 し
た康徳寺があったことが 『慶長日件録』によ
り確認できる。家康の助力により高台寺が落
慶 したのは慶長11年で,このときに伏見城か
ら化粧御殿と前庭を移転したことが記録に残っ
ている。北政所 は,譲 り受けていた秀吉遺愛
の材である菊楓蒔絵扉を用いて,現 在の秀吉
厨子を高台寺に作 り,その際に菊楓蒔絵の裏
面に厨子扉にふさわしい構図 としてあらたに
薄蒔絵をほどこし扉表 とし,同時にいったん
秀吉を祀 っていた厨子をみずからの厨子とし
て霊屋に並置 したと考えたい。
以上のように,伏見城における菊楓蒔絵,
三本木における松竹蒔絵,高 台寺における薄
蒔絵,と いう三段階の成立過程を考えること
によって,統一性のない霊屋の扉の蒔絵のあ
り方を理解することができると考える。伏見
城か ら高台寺への10年の幅というのは,様式
が変化するための幅としてはた しかに短いか
もしれない。 しかし,今回問題にしたのは,
裏面の菊楓蒔絵から表面の薄蒔絵 という様式
の変化ではなく,様式の相違であった。
そ して,こ のように考えた場合,「高台寺
蒔絵」という概念にっいても高台寺霊屋の厨
子にほどこされた蒔絵 と共通の意匠を示す蒔
絵の総称という表現をより厳密に考えてゆく
必要が生 じる。換言すれば,高台寺の厨子の
蒔絵の様式を一元的に捉えることに無理があ
るという認識か ら,「高台寺蒔絵」研究は再
出発するべきだと考える。霊屋の蒔絵の様式
の幅を念頭においてはじめて,「高台寺蒔絵」
といわれる調度品類の多様性を的確に把握す
ることができるようになると考える。
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